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第80号（２面）２０１１年１０月３１日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








　交流コーナー





◆ 調布市内の九条の会の情報をお寄せください


 ▼Ｅメール � HYPERLINK "mailto:choufu9jou@yahoo.co.jp" �choufu9jou@yahoo.co.jp�


　 ▼郵送 〶182-0025


　　　　 調布市多摩川６-12-６ 鈴木気付





　◆･･そもそも君が代強制問題を第一九条だけで闘う偏狭さに問題を感じます。どうして憲法のこころ・前文で闘わないのでしょう？すでに改憲派の手のひらの上に乗せられていると思えてなりません。「われらとわれらの子孫のために」「諸国民との協和による成果とわが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し」と「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないようにすることを決意し」の二つのフレーズを国民に普及することでカベは崩せるでしょう。辺野古・馬毛島は九条、震災は一三・二五条という戦いは敵の手の内にはめられていると思えてなりません。すべては主権者としての国民の自覚が新しい世界を開くという運動の観点が必要です。九条の会運動が八年目になりますが、国民の間では一向に日本国憲法は読まれてはいない。改憲の危険の方は迫ってきているといえます。「国民に伝わるのか」がいつもいつも吟味されなければなりません。


　　　（多摩川　古川博資)


　◆･･民主主義社会である筈の日本においては三権分立といっても、本当か？という状況です。九条をめぐっても、天皇制についても、衆目のゆれるにまかせるところです。六月一五日、一九日の記事に端を発し、同二八日（火）の朝日新聞夕刊・文芸欄に、奥平氏の掲載文「行政の後始末への悲鳴」（君が代訴訟 判決に補足意見花盛り）の見出しに目が止まりました。文芸欄のエッセイのようでありながら司法の現状を述べておられます。小生には、そのことが、九月二一日（水）朝日・社説（君が代裁判）「維新の会は立ち止まれ」につながり、一一月の口答弁論に連動したように思えてなりません。東日本大震災と福島第一原発事故後、「この際、日本はここでも、ゼロ・ベースで出発すべきではないか・・」と、裁判官達の認識が変わり本音が出たように思えます。その裁判官達の小法廷の補足意見が五月雨的に出たのは、憲法一九条に対して、学校現場における文学的解釈による破綻が、裁判官達に見えて来たからではないでしょうか。たまたま前日（二〇日）に届いた「世界へ未来へ九条連ニュース」には、松本昌次氏の掲載文に、在米で芥川賞受賞者（85年）の米谷ふみこさん（81歳）の息子さんの、小学校２年生の時の出来事に触れていた内容を引用します。国旗宣誓を息子さんのカール君が拒んだ時、うしろの子がカール君を立たせようとしました。担任の先生が「カールはクラスにデモクラシーとは何かを教える機会を与えてくれました。」と感謝し、先生は「個人の信条を重視するのがデモクラシーだ」と話されたという事です。


　　（富士見町　津田櫓冬）　


　◆･･一一月二八日の口頭弁論、判例変更に進展することを期待しているのですが・・・


　　　　（染地　伊賀上武）


　◆･･君が代ピアノ伴奏裁判の判決「ピアノを弾くか弾かないは外面的行為であり、内心の自由とは関わらない」を読んだときには唖然とした。司法の世界ではこんな非常識がまかり通るのか。今度の補足意見「立つ立たないと、歌う歌わないを区別すべき」も同じようなものだ。一九条だけを盾にしていては、こんな無茶な形式論で片付けられてしまう。「前文をなぜ使わないのか」との古川さんの指摘は目からうろこだった。


　　　　（布田　石川康子）
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｢九条の会｣全国交流集会にご参加を


日時：2011年11月19日（土）


　午前10時半～午後4時半


会場：日本教育会館


　（千代田区一ツ橋2ｰ6ｰ2）


主催：「九条の会」全国交流


　集会運営委員会


＜参加申し込み＞


　調布「憲法ひろば」の事務


　局にご連絡ください











第66回例会


11年10月21日











●現地集合：11月12日(土)13時


　　　小田急｢向ヶ丘遊園駅｣北口改札、


　　　集合後小田急バスで研究所へ


　　　　　　　　　　バス代は片道200円


　　遅れた方は、直接資料館にお出で下さい。


　　雨天決行、16時半に資料館前で解散予定


●資料代300円（入館料は無料）、


●ガイドとお話：渡辺　賢二さん 明治大学講師











